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研究成果の概要（和文）：本研究は、沿岸環境のうちとりわけ看過されてきた島嶼地域干潟の漁業文化形成に関わる生
物に着目し、生物地理学的な観点により文化の環境適応的側面の分析手法の進展を図った。具体的には島嶼地域干潟を
地形や生物相から区分し、かつ採集・漁獲対象である生物群の分布パターンとその要因を検討した。また、適応という
観点から漁業技術を明らかにすることで、各地の干潟生物とその利用に関わる文化の歴史的・地理的固有性と連続性を
示すことができた。これによって生物多様性が高く、かつその規模の小ささのために脆弱性も高い西太平洋島嶼地域の
干潟の保全やエコツーリズムなどの持続的開発にとって有用な文化資源を提供することができた。

研究成果の概要（英文）：This study focuses on the organisms which involved in the fishery culture 
formation of the islands regions tidal flats that especially have been overlooked among the coastal 
environment, tried to progress in analytical techniques of environmental adaptation from the 
biogeographical perspective of the culture. Specifically, tidal flats of islands regions are divided from 
the terrain and biota, and was examined the distribution pattern and the factors of the organisms group 
that becomes the gathering-fishing target. And it was able to show a historic geographical characteristic 
and continuity of the culture that was concerned with a tideland's creatures and its use by clarifying a 
fishery technology from a point of view called the adaptation.In addition, this study was able to provide 
a useful cultural resources for conservation and sustainable development of tidal flats of the Western 
Pacific Islands region.

研究分野：文化人類学
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１． 研究開始当初の背景 
 

(1)自然環境への適応という観点から文化を

記述する方法は、文化の地域性を理解するう

えで重要な手法である。この方法では、「自

然環境」をいかに区分・解釈するかが文化の

地域性の記述に影響を与える。 

 

(2)様々な自然環境のうち、とくに森林の利

用を中心に詳細な植生の分類や立地分析と

いった地形・生物学研究と、森林産物利用や

農耕形態といった文化研究の対話がなされ、

環境への適応としての生活様式の理解には

大きな進展がみられる。しかし、人間活動に

密接した沿岸環境への適応に関しては、同等

の研究があまりなされていない。 

 
２． 研究の目的 
 

(1)沿岸環境の多様性の提示とその大陸部と

の関係性を検討する。太平洋西部の島嶼地域

は、サンゴ礁地形の発達が顕著で、この地形

や生物相の利用とかかわる漁撈文化の研究

が多いが、サンゴ礁地域としての特異性や異

質性のみが強調されがちである。 

 

(2)干潟の生物地理を検討する。近年の生物

地理学では、DNA 解析を中心とした様々な方

法の開発によって、遺伝子の地理的分布とそ

の系統情報が明らかにされ、多くの生物につ

いて個体群の歴史が検討されつつある。この

歴史とのかかわりで、人間による生物利用技

術を記述することは、生物多様性と文化の関

係や、文化の固有性をより広い時空間におい

て理解するうえで極めて重要である。 

 

(3)このような問題意識から本研究では沿岸

環境のうちとりわけ看過されてきた西太平

洋島嶼域の干潟生物相のうち、漁業文化の形

成にかかわる生物に着目し、生物地理学的な

観点を導入することによって文化の環境適

応的側面の分析手法の進展を図る。具体的に

は島嶼部干潟を微地形と生物相から区分し、

それぞれを代表し、かつ採集・捕獲対象とな

る生物群について分布パターンとその要因

を検討するとともに、沿岸環境への適応とい

う観点から漁業技術を明らかにする。これに

よって各地の干潟生物とその利用にかかわ

る文化の歴史的・地理的固有性と連続性を示

し、干潟の保全や持続的開発に資する文化資

源を提供することを目的とする。 

 
３． 研究の方法 
 

以上の問題意識から本研究では西太平洋島

嶼域の干潟生物相のうち、漁業文化形成にか

かわる生物に着目し、その生物地理と文化地

理の対応を明らかにすることで環境適応研

究の手法の進展を図るために、次の３つのサ

ブテーマを設定し、分担して課題に取り組ん

だ。 

               

(1)干潟の微地形・生物相・人間活動からみ

た地生態区分：干潟の形態はおもに水文学的

要素によって河口干潟・前浜干潟・潟湖干潟

などに区分されることが多いが、本研究では

これらと生物相との対応や、サンゴ礁地形と

の連続性について検討した。また、サンゴ礁

の微地形は地生態学的な類型化をすること

で、島嶼地域干潟の定義・分類を再検討した。 
 
(2)西太平洋島嶼部干潟の藻類・貝類相の生
物地理の検討：各地生態区分において代表的
でかつ資源利用活動にかかわる藻類・貝類・
魚類をとりあげ、生物系統地理学的な検討を
行った。そのために、当該地域の生物個体群
の形態的な比較検討、とくに利用対象として
重要かつ地域的広がりをもつ種群について
は、遺伝的構造とその分布を明らかにし、地
史との関連を検討した。 
 

(3)西太平洋島嶼地域における干潟の資源利

用にかかわる活動分布の検討と環境適応の

分析：韓国、沖縄、フィリピン、インドネシ

ア地域干潟の資源利用文化のうち「製塩」「採

貝・採藻」「建干網」などの技術に着目し、

その分布と技術の多様性を明らかにした。ま

た資源利用技術とそれにかかわる社会や制

度の環境適応的側面を分析し、調査地間の異

同を検討した。 
 
４． 研究成果 
 
(1)本研究では従来の沿岸環境における適応
研究に欠けていた海洋生物地理学手法を文
化地理学に導入して共同研究の方法論的モ
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デルを提示し、干潟の自然と文化を総合的に
研究した。 
 

(2)漁業技術を形成する生物相の分布の背景

には、地史や海流など広い時空間とのかかわ

りをもっていることを示すことによって、広

い視野から地域の干潟の特徴を位置づける

ことができた。サンゴ礁が発達する島嶼沿岸

には、様々な地形や生物相がみられ、それら

には温帯域や大陸部に共通する特徴がある。

これらの連続性や共通性が、干潟の自然環境

とそれへの適応としての文化の両面から地

域性の理解を試みることができた。島嶼地域

の干潟はその規模が小さいものの、際立った

生物生産性をもち、製塩や採草・採貝、漁撈

の舞台となってきた。これらの干潟文化の固

有性や、サンゴ礁漁業や沖積地の農業との関

係は、島嶼漁業の地域性を明らかにするうえ

で重要である。 

 
(3)生物と文化の歴史的・地理的固有性をよ
り具体的に示すことによって、生物多様性が
高く、かつその規模の小ささのために脆弱性
も高い西太平洋島嶼部沿岸の干潟の保全や
持続的開発にとって有用な文化資源を提供
することができた。西太平洋島嶼部干潟の海
洋生物地理に関する研究は皆無に近い。干潟
の生物相は、熱帯～温帯・冷温帯までの広い
領域において、地形・底質・地史・海洋物理
環境の制限を強く受けて分布している。その
結果、広範囲に分布するサンゴ礁生物に比べ
て干潟ごとの個体群の遺伝的特異性が高い。
このことは、保全上の重要性を示すと同時に、
海洋生物の分布を総合的に検討するうえで、
干潟の生物地理の重要性が高いことも示し
ている。 
 
(4)今後の課題 
今回調査したフィリピン、インドネシア以外
にも東南アジアには多様な干潟環境が存在
するが、その干潟に関する研究は比較少ない。
これは熱帯・亜熱帯域での海洋環境が多様な
ため、干潟環境に対する重要性が十分に理解
されてないためである。海外では干潟地形の
優れた研究が進んでいるが、それに生物学や
人文地理学などにおける「干潟」の総合的研
究はまだ十分とはいえない。こうした干潟環
境の定義・分類・その多様性について今後さ
らに検討していきたい。 
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